
■

■

■

■
■

■

■

■

A

B

C

H
F

E

G

D

●

●

●●

●
●

●

●●

●

●

●●

●

●●

●

●

●

●

●

●●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

3

●1
●2

4

57

13
14

16

22
21

23

11

68

24

2627
25

28
29

30

31

3233

34

910

15 17
18

19
20

12

火山活動研究センター桜島火山観測所

霊長類研究所

飛騨天文台

瀬戸臨海実験所

牧場

舞鶴水産実験所

55 56Kyoto University 2011Kyoto University 2011

研 究所・附属研究施設等位置図 教 職 員 像 ・ 環 境 憲 章

舞鶴水産実験所（フ）
牧場（農）
芦生研究林（フ）
上賀茂試験地（フ）
花山天文台（理）
流域災害研究センター宇治川水理実験所（防）
栽培植物起原学研究室分室（農）
宇治構内
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北海道研究林［ 標茶区］（フ）
北海道研究林［ 白糠区］（フ）
流域災害研究センター大潟波浪観測所（防）
木曽生物学研究所（理）
地震予知研究センター上宝観測所（防）
流域災害研究センター穂高砂防観測所（防）
飛騨天文台（理）
地震予知研究センター北陸観測所（防）
霊長類研究所
生態学研究センター
流域圏総合環境質研究センター（工）
信楽ＭＵ観測所（生）
地震予知研究センター逢坂山観測所（防）
地震予知研究センター阿武山観測所（防）
農場（農）
原子炉実験所
地震予知研究センター屯鶴峯観測所（防）
大宇陀観測所（理）
紀伊大島実験所（フ）
流域災害研究センター潮岬風力実験所（防）
瀬戸臨海実験所（フ）
流域災害研究センター白浜海象観測所（防）
和歌山研究林（フ）
地震予知研究センター鳥取観測所（防）
徳山試験地（フ）
地震予知研究センター徳島観測所（防）
斜面災害研究センター徳島地すべり観測所（防）
地球熱学研究施設（理）
地球熱学研究施設火山研究センター（理）
チンパンジー・サンクチュアリ・宇土（野）
地震予知研究センター宮崎観測所（防）
幸島観察所（ 野）
火山活動研究センター桜島火山観測所（防）
屋久島観察所（野）
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　京都大学の教職員は，京都大学の基本理念の下に，その将来像の実現にむけて，教育，研

究，支援業務，大学・部局の運営のそれぞれにおいて自らの使命を自覚し，その職責の遂行

に全力を尽くす。

　教職員は，最善の努力を傾けて，教育・研究の双方において能う限りの高い水準を目指

す。学問の自由は，これを遂行するための最も基本的な要件であり，社会規範や倫理に十

分な配慮を払いつつ，教育・研究のすべての場において尊重される。

　教育は，学術・文化の継承と個々の学生の能力開発・人格育成の営みであり，その実施に

おいて教職員は，性，民族，宗教などによる差別をしてはならない。研究は，学術・文化の

発展と人類共有の知的資産の蓄積に資すべき営みであり，その推進において教職員は，高

い倫理性と清廉性を保持しなければならない。

　教育・研究を支援し，大学・部局を運営していく業務は，その持続的発展のために極めて

重要である。教職員は，大学が社会的存在であることを認識し，高次の専門的能力と総合

的視野をもってその職責を全うできるよう常に自己研鑽に努め，教育・研究基盤の充実，

大学・部局の円滑な運営と発展に寄与する。

●基本理念
　京都大学は，その伝統によって培われた自然への倫理観と高度な学術性や国際的視野を

活かし，環境保全のための教育と研究を積極的に推進し，社会の調和ある共存に貢献する。

　また，本学は，人類にとって地球環境保全が最重要課題の一つであると認識し，大学活

動のすべてにおいて環境に配慮し，大学の社会的責務として環境負荷の低減と環境汚染の

防止に努める。

●基本方針
①環境保全の活動を積極的に進めるため，本学のすべての構成員（教職員，学生，常駐する

関連の会社員等）の協力のもと，継続性のある環境マネージメントシステムを確立する。

②教育・研究活動において，環境に影響を及ぼす要因とその程度を充分に解析し，評価す

るとともに，環境保全の向上に努める。

③環境関連の法令や協定を遵守することはもとより，可能な限り環境負荷を低減するた

め，汚染防止，省資源，省エネルギー，廃棄物削減等に積極的に取り組み，地域社会の模

範的役割を果す。

④環境マネージメントシステムをより積極的に活用し，地域社会と連携しつつ，本学の構

成員が一致して環境保全活動の推進に努める。

⑤本学構成員に環境保全活動を促す教育を充実させるとともに，環境保全に関連する研究

を推進し，その成果を社会へ還元する。

⑥本学が教育と研究における国際的拠点であることから，環境保全面での国際協力に積極

的な役割を果す。

⑦環境監査を実施して，環境マネージメントシステムを見直し，環境保全活動の成果を広

く公開する。

京都大学の
教職員像

京都大学
環境憲章

（理）……理学研究科
（工）……工学研究科
（農）……農学研究科
（生）……生存圏研究所
（防）……防災研究所
（フ）……フィールド科学教育研究センター
（野）……野生動物研究センター




